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市役所の代表電話番号は　�０４２４－６４－１３１１です
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　市民一人ひとりは、それぞれ個性と可能性をもったかけがえのない存在です。
　一人ひとりの個性が尊重され、のびやかに育ちあうことができる環境づくりとともに、だれもがい
つでもどこでも豊かな学び・文化にふれあえるまちづくりをすすめます。
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　未来を担う子どもたちが、のびのびと育つためには、子どもの権
利を尊重するとともに、親が安心して子育てできるための支援や、
学校教育の充実が必要です。
　このため、子どもと同じ目線に立ち、一人ひとりの違いを認め、
子どもたちが主体的にさまざまな活動に参加・参画して、自ら育つ
ことのできる環境づくりをすすめていきます。
　また、子どもを安心して生み、健やかに育てられる環境づくりを、
子どもの立場を踏まえながらすすめるとともに、子どもの学びの場
である学校を活力と魅力あるものとし、一人ひとりの個性を尊重し、
豊かな心あふれる人間形成を図る環境をつくっていきます。あわせ
て地域と学校の連携をすすめ、家庭・学校・地域・行政が一体とな
って子どもの成長を支えていきます。
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　まちには、さまざまな人が暮らし、働き、学び、支えあい、さま
ざまな生活をおくっています。地域社会を支える市民一人ひとりは、
それぞれ個性と可能性をもったかけがえのない存在です。人種・国
籍・性別・年齢・信条・社会的身分などで差別されることのない、
人権が尊重される社会が実現されなければなりません。
　また、一人ひとりが、地域を越えた「地球市民」として、多くの
人とグローバルな問題に取り組んでいかなければなりません。
　このため、平和を尊び、人権が尊重される社会をめざすとともに、
国際理解を深め、多様な言語・文化的背景をもつ市民が暮らしやす
いまちを築いていきます。
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　心の豊かさや生きがいを求め、市民の主体的で創造
的なさまざまな活動がすすめられています。あらゆる
人が生涯にわたって、身近な環境で、さまざまな文化
や歴史にふれたり、学習活動やスポーツに親しんでい
けるような取り組みが求められています。　このため、
地域における自主的な学習活動を支援する場や、多様
な学習機会の充実を図っていくとともに、それぞれの
体力や技術などに応じてスポーツ・レクリエーション
活動に親しめる環境づくりを進めます。
　また、ゆとりと潤いを実感できる芸術・文化活動を
支援し、文化のまちづくりをすすめていくとともに、
郷土の歴史を物語る文化財を保護し、地域文化を大切
にするまちをめざします。
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　だれもが生きがいをもって豊かな人生をおくるためには、心身ともに健康であると同時に、地域で
の人と人とのふれあいが大切です。
　市民が共に支えあいながら、地域のなかで安心していきいきと健康に暮らし、自立した生活を営む
ことのできるまちづくりをすすめます。
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　生涯にわたり可能な限り自立した生活を送るために、若いうちから健康づくりをす
すめていくことは大切です。
　これからは、安心できる保健医療体制として、高度医療や救急医療にも対応できる
広域的な連携を図るとともに、市民の主体的な健康づくりや健康管理を支援するため
の取り組みをすすめていきます。
　また、高齢者や障害者が、労働意欲や社会参加意欲を活かし、地域社会の一員とし
て活動できるしくみを整えます。
　そして、だれもが健康で生きがいをもって暮らし、豊かな人生をおくることができ
る地域社会を実現します。
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　超高齢社会の到来を目前にして、安心して暮らすための福祉の充実は多くの市民の
希望です。福祉サービスの形態やしくみが変化しているなか、利用者の主体的な選択
に応えていくため、サービスの充実と基盤整備が求められています。
　これからは、高齢者や障害者(児)に限らず、だれもが生涯にわたり住み慣れた地域
で安心して生活できる環境づくりに努めるとともに、生活支援のサービスや地域での
見守り活動など、行政、社会福祉協議会・ＮＰＯ・ボランティアなどの連携により取
り組んでいく、生活自立のためのサポート体制を整えます。
　そして、介護が必要になったり、障害があったり、生活に困ったときでも、共に支
えあうほか、身近な暮らしの相談体制を整え、だれもが笑顔で暮らせるしくみの構築
をめざします。

活躍する交通擁護員

高齢者と子どもとの交流

市立保育園で


